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深谷市立深谷中学校

平成２９年 ３月 １日 第１１号

生徒や保護者、地域社会との
信頼関係を築き上げるために

深谷という 「ふるさとに誇りを もち、輝かしい未来に向かって、躍動し続ける生徒」であれ！

平成２９年１月２８・２９日に、第５７回埼玉県小中学校児童
生徒美術展が、熊谷市スポーツ・文化村「くまぴあ」で開催され、
「並木舞花（２年１組）」さんの作品［双子のピエロ］が特選に
入り、中央展覧会出品作品に推薦され、第９回中央展覧会「連盟
長賞」に輝きました。おめでとうございます。
制作者と指導者の言葉を、作品と併せて紹介します。

【制作者：並木舞花さんの言葉】
○ サーカスのモチーフが好きなので、トランポリンで跳び続け
る双子のピエロを描きました。跳ぶとき、降りるときの交差す
る所を工夫しました。おそろいの衣装もお気に入りです。

【指導者：井上暢之先生の言葉】
○ 何度も頭の中で、ピエロをジャンプさせ、繰り返しスケッチ
をしていました。回して覗いて観たとき、彼女の頭の中から飛
び出してきたようでした。

第１学年の最大イベントである「スキー教室」が、２月６・７日の１泊２日
で開催されました。２ｍ近い大雪の中、誰一人としてスキー板を外すこと
なく、懸命に体を鍛え、やり抜いていました。凄いぞ、１年生!!

○ 第１学年の行動目標によるＡ評価（満足度：９５％）

① 元気にあいさつと返事をしましたか。 Ａ評価：７６.１％
② スキー実習に真剣に取り組みましたか。 Ａ評価：９８.７％
③ 感謝の言葉「ありがとう」が言えましたか。 Ａ評価：９０.６％
④ 新しい自分を見つけられましたか。 Ａ評価：７２.３％

最後の「深中だより」となりました。三年生の中学校生活も
残り２週間余りです。三年生全員が、それぞれの進路先を決
め、志高く、深中生としての矜持をもって、誇り高き深谷中学
校を卒業していくことを心から願っています。

諦めるな！諦めたら終わりです。

３月２日、３日は公立高校試験日で
す。本校では、３年生の約８０％にあた
る１２３名の生徒が受検に臨みます。
「果報は練って待て」です。これまでに

学んだ知識・理解を充分に頭の中で練
って判断し、対応してください。

第９回中央展覧会「連盟長賞」に輝く！

題材名「フェナキストスコープを作ろう」

題名「双子のピエロ」

大輪の赤い花を咲かせ、最幸の「スキー教室」

【スキー教室を終えて】 一番の思い出は
百人一首です。その理由は新記録を出すこ
とができたからです。その場の雰囲気を考え
て、静かにしたり、盛り上げたりメリハリのある
百人一首大会でした。
また、スローガンにある「最幸の笑顔」で、

スキー教室を終えることができ、２年生になっ
ても頑張ります。（１年２組：小暮 愛唯）

【今後の生活に向けて】 あいさつや思いやり、協力の
素晴らしさを学びました。また、ホテル内でのルールやマナ
ーと同じように、学校生活の決まりも大切にして、今後の生
活にいかしていきたいです。（１年１組：奥野 優紀音）

平成２９年１月３１日（火）に、第２学年が先輩方からの矜持を
受け継ぎ、第３回「志高の会」を開催しました。今年度は、全生徒
による「志高の言葉」発表の他に、１年生からの感想発表や保護者
からの言葉もいただき、素晴らしい「志高の会」となりました。
地域の方々からは、生徒の堂々とした姿に感銘し、時間を忘れて

しまいましたとの感想も寄せられました。また、成長した我が子の
姿に涙ぐむ保護者も多く見られ、その後に行われた「学級懇談会」
も有意義なものとなりました。

緊張との戦いの中で、堂々と発表した内容［自分の将来を見つめる］の一部を紹介します。

【３月の行事予定】授業日数：１２日（３年），１７日（１・２年）
日 曜 主 な 学 校 行 事
２ 木 公立高校学力検査 実技面接等（３日）
３ 金 社会体験（６・７組：鉄道博物館・ｽｲｰﾄﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ）
６ 月 ３年球技大会（午前中） 学年会
７ 火 ３年生を送る会 登校指導・アルミ缶回収（８日）
10 金 入学許可候補者発表 学年朝会（９日）
13 月 職員会議・校内研修 卒業式予行（１４日：午後）
15 水 ３年修了式 卒業式準備（５・６校時）
16 木 第３８回卒業証書授与式
20 月 春分の日 給食最終日（２２日）
24 金 １・２年修了式 小・中連絡会（新入生関係）
27 月 学年末休業日（～３１日） 送別会（３１日）

ｰ 自分の将来を見つめた「志高の会」 ｰ
先輩からの矜持を受け継ぎ、最高学年へ

【私の「志高（立志）」の言葉】 ２年１組１２番 小暮 里奈
私は、将来は保育士になりたいと思っています。これは、私が幼い時からの夢です。小さい子供が好き

で、私が保育園児だった時の先生は、とても優しく、時には厳しく、本当に私の憧れの存在でした。その
先生のような人になりたいとずっと思って生きてきて、今の夢も変わらず保育士のままです。
私は、この夢を叶えるために、優しくて親切で、でも叱る時は叱って、笑顔の絶えない人になって人に

なっていきたいです。

【私の「座右の銘」】 ２年２組３０番 村越 漸斗
○ 継続は力なり
【私がこの言葉を選んだ理由】
○ この言葉は「毎日、毎日続ければ力になる」という意味で、僕はその言葉の通りに毎日続けていく
ことを心がけたいと思います。

【私の「志高（立志）」の言葉】 ２年３組２４番 塚田 優我
僕は、将来父の店を引き継ぎたいと思っています。そう思った理由は、父の店が焼肉店でその店の４代

目で、父の代で店を終わらせたくないと思ったからです。また、僕は家族の一番上の兄として店を引き継
いでいかなきゃいけない立場だと思ったからです。そのために料理専門学校で腕を磨き、お客様に心から
喜んでいただける料理人になり、そして父を越えていきたいです。

【私の「座右の銘」】 ２年４組２５番 根岸 弘太
○ お金よりも大事なもの、それは努力と友を信じる心
【私がこの言葉を選んだ理由】
○ お金がもしあって、豪華な生活ができたとしても、そのお金が得られるまでの努力がなければ、
達成感は生まれないし、お金があっても、友や友を信じる心は買えないからです。

志高く夢を語る

夢に向かって 感想発表 保護者の言葉


